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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
今般、当社において内部統制の本格適用初年度にあたり、決算財務全般にわたり社内調査を実施したところ、過去の売上物件

の一部について、本来あるべき売上時期の期間帰属処理において誤りが生じている可能性のある事象が判明しました。

　当社は調査委員会を設置し、過年度における売上計上時期の妥当性の検証、不適切な処理案件の洗い出しを行なった結果、第

57期（自 平成15年10月1日　至 平成16年9月30日）から第61期（自 平成19年10月1日　至 平成20年9月30日）までの期間内で

一部の売上計上時期の期間帰属処理に誤りがあることが判明致しました。

　上記により、過去に提出いたしました第62期第2四半期（自 平成20年10月1日　至 平成21年3月31日）四半期報告書の記載事

項の一部に訂正すべき事象が生じましたので、これを訂正するため、金融商品取引法第24条の4の7第4項の規定に基づき四半期

報告書の訂正報告書を提出いたします。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、その四半期レビュー報告書を

添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

１　受注及び販売の状況

３　財政状態及び経営成績の分析

第５　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は　　　線で示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第62期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結
会計期間

第61期

会計期間
自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日

自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日

自　平成19年10月１日
至　平成20年９月30日

売上高 （千円） 10,256,082 8,884,465 17,486,396

経常利益又は経常損失
（△）

（千円） 370,913 1,308,728 △27,062

四半期純利益又は四半期
（当期）純損失（△）

（千円） △7,717 894,118 △780,981

純資産額 （千円） － 5,555,461 5,642,225

総資産額 （千円） － 15,347,021 10,128,963

１株当たり純資産額 （円） － 370.24 376.58

１株当たり四半期純利益金
額又は四半期（当期）純損
失金額（△）

（円） △0.52 60.46 △53.17

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） － 35.7 55.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △3,173,180 － 511,023

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △547,345 － △92,313

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 4,279,532 － 175,255

現金及び現金同等物の四半
期末（期末）残高

（千円） － 2,046,285 1,487,245

従業員数 （人） － 946 951

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していない。

２．売上高には消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

４．従業員数は、就業人員を記載している。
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（訂正後）

回次
第62期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結
会計期間

第61期

会計期間
自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日

自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日

自　平成19年10月１日
至　平成20年９月30日

売上高 （千円） 10,400,380 8,884,465 17,505,360

経常利益又は経常損失
（△）

（千円） 412,940 1,308,728 △25,421

四半期（当期）純利益又は
純損失（△）

（千円） 34,309 894,118 △698,340

純資産額 （千円） － 5,555,461 5,600,198

総資産額 （千円） － 15,347,021 10,108,807

１株当たり純資産額 （円） － 370.24 373.74

１株当たり四半期（当期）
純利益金額又は純損失金額
（△）

（円） 2.32 60.46 △47.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） － 35.7 54.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △3,173,180 － 511,023

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △547,345 － △92,313

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 4,279,532 － 175,255

現金及び現金同等物の四半
期末（期末）残高

（千円） － 2,046,285 1,487,245

従業員数 （人） － 946 951

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していない。

２．売上高には消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

４．従業員数は、就業人員を記載している。
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第２【事業の状況】

１【受注及び販売の状況】

　　（訂正前）

　当第２四半期連結会計期間における受注及び販売の状況を業務区分別に示すと、次のとおりであります。

　なお、当社グループの売上高は第２四半期連結会計期間に完成する業務の割合が大きいため、第１、第３、第４四半期連結会

計期間の各四半期連結会計期間の売上高に比べ第２四半期連結会計期間の売上高が増加する傾向にあり、業績に季節的変動

があります。

(1）受注の状況

業務区分
第２四半期連結
会計期間受注高
（千円）

第２四半期連結
累計期間受注高
（千円）

前年
同期比
（％）

受注残高
（千円）

前年
同期比
（％）

情報システム 4,173,195 6,835,36546.6 7,384,26431.0

コンサルタント 1,339,177 2,756,570△1.8 2,997,477△10.5

合計 5,512,373 9,591,93528.4 10,381,74215.5

 

(2）販売の状況

業務区分
第２四半期連結
会計期間売上高
（千円）

第２四半期連結
累計期間売上高
（千円）

前年
同期比
（％）

情報システム 5,508,933 6,454,4286.9

コンサルタント 3,375,532 3,801,654△2.9

合計 8,884,465 10,256,0823.1

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれていない。
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　　（訂正後）

　当第２四半期連結会計期間における受注及び販売の状況を業務区分別に示すと、次のとおりであります。

　なお、当社グループの売上高は第２四半期連結会計期間に完成する業務の割合が大きいため、第１、第３、第４四半期連結会

計期間の各四半期連結会計期間の売上高に比べ第２四半期連結会計期間の売上高が増加する傾向にあり、業績に季節的変動

があります。

(1）受注の状況

業務区分
第２四半期連結
会計期間受注高
（千円）

第２四半期連結
累計期間受注高
（千円）

前年
同期比
（％）

受注残高
（千円）

前年
同期比
（％）

情報システム 4,173,195 6,835,36546.6 7,384,26436.3

コンサルタント 1,339,177 2,756,570△1.8 2,997,477△9.2

合計 5,512,373 9,591,93528.4 10,381,74219.1

 

(2）販売の状況

業務区分
第２四半期連結
会計期間売上高
（千円）

第２四半期連結
累計期間売上高
（千円）

前年
同期比
（％）

情報システム 5,508,933 6,594,7363.3

コンサルタント 3,375,532 3,805,644△4.8

合計 8,884,465 10,400,3800.2

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれていない。

 

EDINET提出書類

アジア航測株式会社(E04275)

訂正四半期報告書

 6/19



３【財政状態及び経営成績の分析】

　　（訂正前）

　財政状態及び経営成績の分析は四半期連結財務諸表に基づいて行っており、また文中の将来に関する事項は当四半期報告

書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したものであります。

　なお、当社グループの売上高は第２四半期連結会計期間に完成する業務の割合が大きいため、第１、第３、第４四半期連結会

計期間の各四半期連結会計期間の売上高に比べ第２四半期連結会計期間の売上高が増加する傾向にあり、業績に季節的変動

があります。

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日～平成21年３月31日）におけるわが国経済は、世界的な不況の影響によ

る生産や輸出、設備投資の減少、それに伴う雇用情勢の悪化等、急速な景気悪化が続きました。

　当建設関連業界におきましては、地方公共団体の公共事業関連経費の抑制等から引き続き厳しい市場環境にあるものの、

国の緊急経済対策、雇用対策等の補正予算の効果が現れ始めております。

　このような事業環境の下、当社は受注拡大に向け、レーザー計測をはじめとする大型補正予算関連業務の受注を確保する

とともに、プロポーザル案件への対応を積極的に推進してまいりました。

　その結果、当第２四半期連結会計期間における業績は、受注高が55億12百万円（前年同期比80.4％増）、売上高が88億84

百万円（同2.1％増）となりました。

　利益面におきましては、売上高の増加と、販売費及び一般管理費の削減に努めた結果、営業利益は14億28百万円（前年同

期は14億77百万円）、経常利益は13億８百万円（前年同期は14億54百万円）となり、また、関係会社株式評価損41百万円や

貸倒引当金繰入額２億34百万円を特別損失に計上したこと等により、四半期純利益は８億94百万円（前年同期は10億30百

万円）となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間においては、受注高が95億91百万円（前年同期比28.4％増）、売上高が102億56百万円

（前年同期比3.1％増）となりました。営業利益は５億24百万円（前年同期は５億75百万円）、経常利益は３億70百万円

（前年同期は５億52百万円）となり、四半期純損益は貸倒引当金繰入額の計上等により７百万円の損失（前年同期は３億

66百万円の利益）となりました。

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比較し52億18百万円増加の153億47百万円となりました。

これは主として、売掛金が増加したことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比較し53億４百万円増加の97億91百万円となりました。これは主として、短期借入金や

買掛金が増加したことによるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比較し86百万円減少の55億55百万円となりました。これは主として、利益剰余金が減

少したことによるものであります。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期連結会計期間末に比べ８

億32百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には20億46百万円となりました。当第２四半期連結会計期間における各

キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　売上債権の増加55億63百万円やたな卸資産の減少21億19百万円、仕入債務の増加９億49百万円などにより、営業活動によ

り支出した資金は９億85百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間では、売上債権の増加などにより、31億73百万円の支出となっております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　無形固定資産の取得による支出１億32百万円や有形固定資産の取得による支出32百万円などにより、投資活動により支

出した資金は１億61百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間では、有形固定資産の取得による支出などにより、５億47百万円の支出となっておりま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の増加19億80百万円などにより、財務活動により得られた資金は19億79百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間では、短期借入金の増加などにより、42億79百万円の資金増となっております。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、71百万円となっております。なお、当第２四半期連結会計期間

において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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　　（訂正後）

　財政状態及び経営成績の分析は四半期連結財務諸表に基づいて行っており、また文中の将来に関する事項は当四半期報告

書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したものであります。

　なお、当社グループの売上高は第２四半期連結会計期間に完成する業務の割合が大きいため、第１、第３、第４四半期連結会

計期間の各四半期連結会計期間の売上高に比べ第２四半期連結会計期間の売上高が増加する傾向にあり、業績に季節的変動

があります。

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日～平成21年３月31日）におけるわが国経済は、世界的な不況の影響によ

る生産や輸出、設備投資の減少、それに伴う雇用情勢の悪化等、急速な景気悪化が続きました。

　当建設関連業界におきましては、地方公共団体の公共事業関連経費の抑制等から引き続き厳しい市場環境にあるものの、

国の緊急経済対策、雇用対策等の補正予算の効果が現れ始めております。

　このような事業環境の下、当社は受注拡大に向け、レーザー計測をはじめとする大型補正予算関連業務の受注を確保する

とともに、プロポーザル案件への対応を積極的に推進してまいりました。

　その結果、当第２四半期連結会計期間における業績は、受注高が55億12百万円（前年同期比80.4％増）、売上高が88億84

百万円（同1.9％減）となりました。

　利益面におきましては、売上高の増加と、販売費及び一般管理費の削減に努めた結果、営業利益は14億28百万円（前年同

期は15億91百万円）、経常利益は13億８百万円（前年同期は15億67百万円）となり、また、関係会社株式評価損41百万円や

貸倒引当金繰入額２億34百万円を特別損失に計上したこと等により、四半期純利益は８億94百万円（前年同期は11億43百

万円）となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間においては、受注高が95億91百万円（前年同期比28.4％増）、売上高が104億円（前年同

期比0.2％増）となりました。営業利益は５億66百万円（前年同期は７億19百万円）、経常利益は４億12百万円（前年同期

は６億97百万円）となり、四半期純損益は貸倒引当金繰入額の計上等により34百万円の利益（前年同期は５億11百万円）

となりました。

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比較し52億38百万円増加の153億47百万円となりました。

これは主として、売掛金が増加したことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比較し52億82百万円増加の97億91百万円となりました。これは主として、短期借入金や

買掛金が増加したことによるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比較し44百万円減少の55億55百万円となりました。これは主として、利益剰余金が減

少したことによるものであります。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期連結会計期間末に比べ８

億32百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には20億46百万円となりました。当第２四半期連結会計期間における各

キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　売上債権の増加55億63百万円やたな卸資産の減少21億19百万円、仕入債務の増加９億49百万円などにより、営業活動によ

り支出した資金は９億85百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間では、売上債権の増加などにより、31億73百万円の支出となっております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　無形固定資産の取得による支出１億32百万円や有形固定資産の取得による支出32百万円などにより、投資活動により支

出した資金は１億61百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間では、有形固定資産の取得による支出などにより、５億47百万円の支出となっておりま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の増加19億80百万円などにより、財務活動により得られた資金は19億79百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間では、短期借入金の増加などにより、42億79百万円の資金増となっております。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、71百万円となっております。なお、当第２四半期連結会計期間

において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第５【経理の状況】
 

２　監査証明について

（訂正前）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年

３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

（訂正後）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年

３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂正後の

四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、四半期レビュー報告書を受領しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（訂正前）

  （単位：千円）

 
 

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年９月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,046,285 1,487,245

受取手形及び売掛金 6,680,541 1,563,896

仕掛品 3,088,293 3,186,518

原材料及び貯蔵品 2,286 4,202

繰延税金資産 255,607 357,556

その他 496,150 527,605

貸倒引当金 △244,736 △6,077

流動資産合計 12,324,429 7,120,947

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1　240,090 ※1　249,328

航空機（純額） ※1　57,731 ※1　64,182

機械及び装置（純額） ※1　220,064 ※1　259,967

車両運搬具及び工具器具備品（純額） ※1　159,736 ※1　171,735

土地 320,153 320,153

その他 ※1　50,879 －

有形固定資産合計 1,048,656 1,065,366

無形固定資産   

ソフトウエア 315,277 277,827

その他 168,533 95,332

無形固定資産合計 483,811 373,160

投資その他の資産   

投資有価証券 834,289 928,526

長期貸付金 15,246 17,850

繰延税金資産 47,510 23,716

敷金及び保証金 495,627 504,160

その他 104,834 102,535

貸倒引当金 △7,385 △7,300

投資その他の資産合計 1,490,124 1,569,489

固定資産合計 3,022,592 3,008,016

資産合計 15,347,021 10,128,963
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  （単位：千円）

 
 

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年９月30日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,403,141 572,941

短期借入金 4,015,000 －

未払法人税等 48,556 65,063

前受金 1,016,727 1,118,349

賞与引当金 292,391 227,101

受注損失引当金 82,628 82,350

その他 892,944 595,831

流動負債合計 7,751,388 2,661,637

固定負債   

退職給付引当金 1,872,050 1,702,859

役員退職慰労引当金 121,357 113,368

繰延税金負債 1,549 3,990

その他 45,214 4,882

固定負債合計 2,040,171 1,825,101

負債合計 9,791,560 4,486,738

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,272,000 1,272,000

資本剰余金 2,180,463 2,180,463

利益剰余金 2,171,615 2,224,849

自己株式 △162,896 △162,126

株主資本合計 5,461,183 5,515,186

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 14,283 55,115

評価・換算差額等合計 14,283 55,115

少数株主持分 79,993 71,923

純資産合計 5,555,461 5,642,225

負債純資産合計 15,347,021 10,128,963
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（訂正後）

  （単位：千円）

 
 

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年９月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,046,285 1,487,245

受取手形及び売掛金 6,680,541 1,441,468

仕掛品 3,088,293 3,288,790

原材料及び貯蔵品 2,286 4,202

繰延税金資産 255,607 357,556

その他 496,150 527,605

貸倒引当金 △244,736 △6,077

流動資産合計 12,324,429 7,100,790

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1　240,090 ※1　249,328

航空機（純額） ※1　57,731 ※1　64,182

機械及び装置（純額） ※1　220,064 ※1　259,967

車両運搬具及び工具器具備品（純額） ※1　159,736 ※1　171,735

土地 320,153 320,153

その他 ※1　50,879 －

有形固定資産合計 1,048,656 1,065,366

無形固定資産   

ソフトウエア 315,277 277,827

その他 168,533 95,332

無形固定資産合計 483,811 373,160

投資その他の資産   

投資有価証券 834,289 928,526

長期貸付金 15,246 17,850

繰延税金資産 47,510 23,716

敷金及び保証金 495,627 504,160

その他 104,834 102,535

貸倒引当金 △7,385 △7,300

投資その他の資産合計 1,490,124 1,569,489

固定資産合計 3,022,592 3,008,016

資産合計 15,347,021 10,108,807
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  （単位：千円）

 
 

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年９月30日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,403,141 572,941

短期借入金 4,015,000 －

未払法人税等 48,556 65,063

前受金 1,016,727 1,147,434

賞与引当金 292,391 227,101

受注損失引当金 82,628 82,350

その他 892,944 588,616

流動負債合計 7,751,388 2,683,507

固定負債   

退職給付引当金 1,872,050 1,702,859

役員退職慰労引当金 121,357 113,368

繰延税金負債 1,549 3,990

その他 45,214 4,882

固定負債合計 2,040,171 1,825,101

負債合計 9,791,560 4,508,608

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,272,000 1,272,000

資本剰余金 2,180,463 2,180,463

利益剰余金 2,171,615 2,182,822

自己株式 △162,896 △162,126

株主資本合計 5,461,183 5,473,159

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 14,283 55,115

評価・換算差額等合計 14,283 55,115

少数株主持分 79,993 71,923

純資産合計 5,555,461 5,600,198

負債純資産合計 15,347,021 10,108,807
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（２）【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（訂正前）

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

売上高 10,256,082

売上原価 7,730,242

売上総利益 2,525,839

販売費及び一般管理費 ※1　2,001,778

営業利益 524,060

営業外収益  

受取利息 4,726

受取配当金 4,618

その他 16,805

営業外収益合計 26,149

営業外費用  

支払利息 19,353

持分法による投資損失 100,205

アドバイザリー手数料 27,500

シンジケートローン手数料 27,500

その他 4,737

営業外費用合計 179,296

経常利益 370,913

特別利益  

前期損益修正益 ※2　85,913

固定資産売却益 945

特別利益合計 86,858

特別損失  

固定資産除却損 3,534

投資有価証券評価損 45,726

関係会社株式評価損 41,016

貸倒引当金繰入額 234,150

その他 624

特別損失合計 325,052

税金等調整前四半期純利益 132,720

法人税等 131,007

少数株主利益 9,429

四半期純損失（△） △7,717
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（訂正後）

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

売上高 10,400,380

売上原価 7,832,513

売上総利益 2,567,866

販売費及び一般管理費 ※1　2,001,778

営業利益 566,087

営業外収益  

受取利息 4,726

受取配当金 4,618

その他 16,805

営業外収益合計 26,149

営業外費用  

支払利息 19,353

持分法による投資損失 100,205

アドバイザリー手数料 27,500

シンジケートローン手数料 27,500

その他 4,737

営業外費用合計 179,296

経常利益 412,940

特別利益  

前期損益修正益 ※2　85,913

固定資産売却益 945

特別利益合計 86,858

特別損失  

固定資産除却損 3,534

投資有価証券評価損 45,726

関係会社株式評価損 41,016

貸倒引当金繰入額 234,150

その他 624

特別損失合計 325,052

税金等調整前四半期純利益 174,747

法人税等 131,007

少数株主利益 9,429

四半期純利益 34,309
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 132,720

減価償却費 161,609

持分法による投資損益（△は益） 100,205

賞与引当金の増減額（△は減少） 65,290

受注損失引当金の増減額（△は減少） 277

退職給付引当金の増減額（△は減少） 169,190

貸倒引当金の増減額（△は減少） 238,744

受取利息及び受取配当金 △9,344

支払利息 19,353

投資有価証券評価損益（△は益） 45,726

関係会社株式評価損 41,016

有形固定資産除却損 3,534

売上債権の増減額（△は増加） △5,116,367

たな卸資産の増減額（△は増加） 101,486

仕入債務の増減額（△は減少） 830,199

未払消費税等の増減額（△は減少） 24,228

前受金の増減額（△は減少） △101,621

その他 184,835

小計 △3,108,916

利息及び配当金の受取額 10,564

利息の支払額 △19,353

法人税等の支払額 △55,475

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,173,180

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △374,222

無形固定資産の取得による支出 △175,727

長期貸付けによる支出 △1,200

長期貸付金の回収による収入 3,804

投資活動によるキャッシュ・フロー △547,345

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,015,000

自己株式の取得による支出 △769

配当金の支払額 △45,516

リース債務の返済による支出 △681

その他 311,500

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,279,532

現金及び現金同等物に係る換算差額 33

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 559,040

現金及び現金同等物の期首残高 1,487,245

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1　2,046,285
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（訂正後）

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 174,747

減価償却費 161,609

持分法による投資損益（△は益） 100,205

賞与引当金の増減額（△は減少） 65,290

受注損失引当金の増減額（△は減少） 277

退職給付引当金の増減額（△は減少） 169,190

貸倒引当金の増減額（△は減少） 238,744

受取利息及び受取配当金 △9,344

支払利息 19,353

投資有価証券評価損益（△は益） 45,726

関係会社株式評価損 41,016

有形固定資産除却損 3,534

売上債権の増減額（△は増加） △5,238,795

たな卸資産の増減額（△は増加） 203,758

仕入債務の増減額（△は減少） 830,199

未払消費税等の増減額（△は減少） 31,443

前受金の増減額（△は減少） △130,706

その他 184,835

小計 △3,108,916

利息及び配当金の受取額 10,564

利息の支払額 △19,353

法人税等の支払額 △55,475

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,173,180

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △374,222

無形固定資産の取得による支出 △175,727

長期貸付けによる支出 △1,200

長期貸付金の回収による収入 3,804

投資活動によるキャッシュ・フロー △547,345

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,015,000

自己株式の取得による支出 △769

配当金の支払額 △45,516

リース債務の返済による支出 △681

その他 311,500

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,279,532

現金及び現金同等物に係る換算差額 33

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 559,040

現金及び現金同等物の期首残高 1,487,245

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1　2,046,285
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【注記事項】

（１株当たり情報）

（訂正前）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

 

１株当たり純資産額 370円24銭
　

 

１株当たり純資産額 376円58銭
　

 

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

 

１株当たり四半期純損失金額 0円52銭
　

 

１株当たり四半期純利益金額 60円46銭
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載していない。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していない。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

四半期純利益又は純損失（△）（千円） △7,717 894,118

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は純損失（△）
（千円）

△7,717 894,118

期中平均株式数（株） 14,789,450 14,789,124

 

（訂正後）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

 

１株当たり純資産額 370円24銭
　

 

１株当たり純資産額 373円74銭
　

 

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

 

１株当たり四半期純利益金額 2円32銭
　

 

１株当たり四半期純利益金額 60円46銭
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していない。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していない。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

四半期純利益（千円） 34,309 894,118

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益
（千円）

34,309 894,118

期中平均株式数（株） 14,789,450 14,789,124
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

  平成22年１月４日

アジア航測株式会社   

 

 取締役会　御中  

 

 あずさ監査法人  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 原田　　一　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 春山　直輝　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアジア航測株式

会社の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日か

ら平成21年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る訂正

報告書の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責

任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アジア航測株式会社及び連結子会社の平成21年３月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

追記情報

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定

に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四半期レビューを

行った。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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